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〔特 別 掲 載〕

（東京女医大誌第29巻第5号頁299－306昭和34年5月）

人胎児胃の形態学的野譜

第一章上

東京女子医科大学解剖学教室（主任 久保田くら教授）

   野   村   淑   子
   ノ        ムラ       ヨシ        コ

    （受．付昭和34年4月13日）

言

 Luschka（1863）！）が腹腔極歳器の解剖学的研究

を発表して以来胃の形態，位置についての研究報

告は極めて多く，Hasse 5）4）， Strecker 5）4），大

庭20），宮本25）岡本18）ユ9）及びその他多数の学者

が報告している。著者は我が教室において蒐集せ

る胎児例について形態学的研究を行った。

     第二章 研究材料及び方法

 研究材料：5ケ月～9ケ月の単胎児44例で第一表に

示すごとくである。

研究方法；形態学的調査に当っては投影描写法を用い

      第1表研究 材料
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た。これにはMollison氏投影描写器により，投影図

は1mm区劃の方眼紙上に複写した。また胃の計測
は曲線尺及び「フューズ」金属をもって長さを測り，

角度はHis法により胃の各切断面間を測った。胃底軸

t基線としこれより左方へ廻る角を（＋）とし，時計の

針の廻転方向を（一）の角とした。

      第三章研究成績
1）胃の外形

胃の外形についてはLuschka，ユ）， Rieder， Holz一

knech．t 6）らの報告があり．sまた ．Schwalbe 8，）は胎

児め胃の外形について報告している’
B’

ﾝの外形を

「レントゲン」検査の結果Rauderは鈎状型及び管

状型に，HolzkneChtは鈎状型及び牛角型に区別

している。著者は胃の外形を次の三型に区別した。

 Luschka型：Luschkaが成人の膨満した胃に

ついてのべたように卵円形で多少曲っている。44

例中11例（25％）。移行型：Luschka型と鈎状

型との移行型で左方へかなり膨満し長卵型の嚢を

なす。14例（31．8％）。凶状型：垂直な胃主体

（His）と水平な幽門部とにわかれ前者は細長い管

をなし後者は角状あるいは弓形をなす。19例（43

％）で，一般に心付型が最も多い。五カ月胎児で

はLuschka型が多く60％を示す。

      第2表 胃 の 型
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2）噴門部

 噴門部の形は半円型79．4％，三角形22．7％，

四角形6．8％である。噴門部雛襲は岡本18）ユ9～，

森川50）51）の研究成績に一致し，44例中全例1と証

明し得た。

3）胃底憩室

Schwalbe 8）によれば，頭頂～轡部の長さ100～

Yoshiko NOMURA （Depa－rtment of Anatomy， Tol〈yo Women’s Medical College） ： Morphological ’

studies on stomach of the human fetus．
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150 mmの胎児において胃底憩室は現われ，150

～200mmにおいて憩室は通常退化し胃底の一部

に改造される。憩室の退化する現象は憩室と噴門

部の後壁との閻に癒着披裂即ち胃憩室溝として現

はれるという。著者の例では胃憩室は6～9カ月

の胎児において12例（27．2％）認められ，憩室

溝は5～9カ月胎児において1エ例（25％）認めら

れた。胃憩室の型は12例中毬果状5例（41．6％），

舌状4例（33．3％），楕円形3例（25％）である。

叉胃憩室の長さは平均4．4mm±0．7（3． 5～5．5m

m）である。

     第3表 胃底憩室

土鼓離室無量胃縫の型縫の長さ

右上方に経過するものユ6例（36．3％），右下方に

経過するもの8例（18．1％）である。

d）幽門において，幽門輪を三型に分類すると，

円形21例（47．7％），楕円形16例（36．3％），及

び三角形7例（15．9％）である。又幽門口を三型

に分類する。即．ち星形13例（29．5％），点状12例

（27。2％），及び線状19例（43．1％）である。幽門

輪と幽門口との関係を第4表に示す。幽門輪が楕

円形であるとき幽門口は線状であるものが多い。

    第4表 幽門輪と幽門口の関係
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4）胃体

 胃体は岡本18）19）によれば前方よりは7fi菱形を

呈し前後に扁平な管であるといわれ，森川5））51）

によれば前後に扁平な管状を呈するものと，左方

に甚だ轡曲する嚢状を呈するものとがあるといわ

れる。著者の例においても森川50）51）のいう二型

を認め，管状27例（61．3％），嚢状17例（38．6

％）である。

5）幽門部

a）幽門窪の形状は岡本8）9）によれば胎児では非

常に鋭く境され前後に扁平な円錐をなすという。

著者の例では円錐形37例（84％），菱形7例（16

％）である。

b）幽門管は腹背に扁平な管をなし，その平面像

はすべて四角形を呈す。

c）胃主体に対する幽門部の：方向により三型に分

i類すると，水平に経過するもの21例（47．7％），

6）胃の各切断面間の境界

 岡本ユ8）ユ9）によれば上大切痕は日本人胎児胃に

おいて常に現われ，また乳児及び小児にもしばし

現われるもので成人においても80％に認められ

る。下大切痕も胎児胃には常に認められる。小切

痕及び膨出は概ね認められるが，角切痕，中間切

痕は総てに認められるという。著者の成績は第5

表に示すごとくで大部分の例においてこれらの切

痕が著明に認められた。

    第5表 胃の各切断面間の境界
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7）胃の計測

a）胃の長さは長軸において曲線尺をもつて測っ

た。岡本18）ユ9）の胎児胃における平均値は15例
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（6～10ヵ月）46．37mmである。署者の成績は

43．1±1．1mmである。

b）大子及び小子の長さは「フゴーズ」金属をも

つて測った。岡本18）19）の胎児15例では大工の長

さ75． 73 mm，小轡の長さ30．47 mmで1その比は

2．49：1である，私の成績は大士の長さ68．3mm，

小轡の長さ25．Ommその比は2．8：1である。

c）噴門部の巾は岡本18）19）の胎児例平均19，00

mm他の15例平均15．97 mmである。著者の成

績は44例（5～9ヵ月胎児）平均16，9mmであ
る。、

d）胃休の長きは胃体長軸の長き及び噴門と角切

痕間の距離を測った。岡本ユ8）19）によれば胃体長

軸の長さ平均33．1mm，噴門と角切痕間の距離

平均20．90mm，他の三胎10例において大二上

の胃体の長き平均24．93mmである。著者の成績

は胃の長軸の長さ平均25．9mm，噴門と角切痕

問の距離平均14．Ommである。

e）胃体の巾は前後径及び横断径を測った。岡本

r  月

エ8）19）では平均前後径9． 23 mm，横断径15．1mm

で，著者の成績は前後径14．2mm，横断径16．2

mmである。
f）幽門窪の長さは大回の上を測り，幽門窪の巾

は角切痕と下大切痕との距離を測った。岡本18）

19）によれば幽門窪の長さは胎児5例平均16．4

mm，他の胎児15例平均14．13mmで，著者の成

績は14．4mmである。幽門窪の巾は岡本18）19）の

胎児5例では11，6mm，15例では13．58 mmで，

著者の成績は15．2mmである・

9）幽門管の長さは大回の上を測り，幽門管の巾

は幽門窪と幽門管の境即ち外聞切痕において測っ

た。幽門管の長さは岡本18）19）では胎児5例平均

11．4mm，15例では7．17 mm，著者の成績は6，8

mmである。

h）幽門管の巾は岡本18）19）では長径7・23mm，

横径6．10mmで著者の成績は長径4．8mm，横径

6．3mmである。以上の計測値の丁令別平均値は

第6表・に示されている。

第6表胃の計測値
令    V

数     5

vr      順
r， L m一E
冊 pt 計

例 22 2 44

身 長。ml・4・・±…1・・・・… 35．7二L二〇．5
40．s±o．6［ 4s．s±o．41 33．s・±o．s

胃  の  長  さ        mm
胃の長さの身長
に対する比％

31．2±2．21 41．l13．41 4s．s±2．31 4s．3±1．1

7．g±o．g
?7．6±o．711 7．6±2．41 s．4±o．21

48．0圭2。0   43．1士1．1

9．5±0．3   7．8土0．1

大際の長さmmi・2・・・…66・・・…レ7・4…レ6・5±・・773・5・…i68・・・…．

 小 麹 の 長

沃響ぎ勤死 2・・・…屠・±・・‘

噴 門 部 の

＊mml 18’4±1・81 24・6±L81 25・2±O・5 30．5土1．0   26．0＝ヒ4．3   25．〇二LO．7

                      ’          t
                     3．1士0．3

       巾mml・3・・…1・・囲・i・7i’・±・11g

胃認の長・mmi・9・・・…1・3・・…1・9JSI61・．

・・±・・i・鋤・1・・8…

     
廻墜堕」…野キ1各…竺廷色旦
30．0士0．8；27．5士1．825．1±1．1

    ［
噴門と下切下聞の距離m憩 …且・i・4・・±・・国・土…1・5・・且・1・3・・±・・1・3．・…

胃体前後径mm・2・・… 聖・型・5・・士9：・」・6・・±…7・・士…4・・…

『胃体籏断径爾・5・・；・・1・6・・士…6・・・…1・7・・…                               ・弼L・「傭茎面

幽門窪の長 さ        mm
幽 門 窪 の

13．5±O．2
・4・・土…i・6・・±・・1・5・・1．IOI：．／L－i lt［i・±・・t・4・・；？二r

       巾mm1…土・・1・4・・・…1・8・・±…4・・・…い・・・・…5…鰻

幽門管の長・mml・・・…16・・4±・…；7・・・…i…±…17・…1…土・・3

幽門管の巾mml 4・・…16・・…1・・±・・17・・・…｛7・・±・16・・…

幽 門 の 長 径    

径m董1

9． 1 ．2． ．i． 9m・ 1－i． ．．．．．ll・．［9n±L91・一3－1．

5． 7± O． 5 ・・ �E・1

亜・・｛

4．5士1．1   4．8士0．2

幽 門 の 横 ・・6…／・・6士…1 6． 3－b O． 6 5．5±O．4
?6．3±O．2
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i）胃の角度は胃角（小攣において幽門と幽門窪

からの角））一胃底角（噴門部と胃体間の角），胃体

角（胃体と幽門窪問の角），町角（幽門窪と幽門管

の角），・．幽門角（幽門管と幽門間の角）及び十二指

半角（幽門と十二指腸上部間の角）の六項目につ

いて計測し第7表に示す。岡本18）19）の胎児5例

の成績と比較して等々同結果を得た。．

     第7表胃 の 角 度

胃．底．、角

胃 体．角

間．． 角

幽 門角

十二指牛角

胃   角

岡 本

1270（14QOfvllOO）．

72． 27e （900 t・．s20）

1640（1700rv140e）

sgo（十1600．v1600）

一75： 60（十 1800．v

    ’1800）
69． 130 （800．．i400）

本． 例

131． 30 （1480rv

     10so）

95．59（11so．v7so）

159． 80 （1800．v

     1420）
174． 30（十 175－v

     1720）
一172． 60 （ 十 1720N

    －1700）・

94．0（1200．．．・450）

」）胃の容量は幽門十二指腸間を結紮し胃内容を

除き注射器で，噴門から水を注入し胃体の膨満に

要した水量を測定した。掛川28）によれば晶胎児

（8～9カ月）の2例において最大，4． Occ，最少，

2．5ccである。著者の成績は44例の平均2．4cc

で大体において5～6カ月胎児では容積は小であ

るが7カ月以上ではほぼ掛川28）の例と同：量とな

る。月令別成績を第8表に示す。

葡 第8表．胃の容量
月 令

v

W
田

粗

m

平均

例． 数

5

22

11

4

2

44

容 量cc

O． 8

1．8

3．9

2．1

2．8

2．4

      第四甲州   論

 著者の教室に保存されている5カ月より9カ月

の単胎児例についてその形態学的研究を行い次の

ような結論を得た。

1） 胃の外形はLuschka型，移行型及び鈎十型

の3種に分けるが鈎状型が最も多かった。

2）噴門の形は半卵形が最も多く70．4％を示し
た。

3）胃底憩室は6カ月より．9カ月の胎児に見ら

れ，44例中12例に認められた。』型は毬状が最も

多・いが（41．6％），舌状のものも33，3％において

認められた。憩室の長さは4． 4 mm±e：7であっ

た。

 憩室溝は5ヵ月から9ヵ月の胎児において認め

られ44例中11例であった。

4）胃体の型は管状型6L3％，嚢状型38．6％で

あった。

5）幽門窪は大体において円錐型であった。幽門

輪の形は円形，楕円形及び三角形を呈し，幽門口

は星形，点状及び線状の三型に分類された。幽門

口の型は星形または点状のことが多かった。’

6） 胃各切断面闇の境界．

 上大切痕，下大切痕，小切痕及び膨出は総て80

％以上において認められ，角切痕並に中間切痕は

全例において認められた。

7） 胃の計測値は岡本と同様の値を得た。
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